　　　年　　　月　　　日
低入札案件における履行確認及び契約手続きに関する調書

海老名市長　宛
認定番号

所在地

商号又は名称

代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

このことについて、次のとおり提出します。
	契約番号
	　

	件名
	　

	予定価格
	

	入札金額及び

予定価格に対する割合
	　　　　　　　　　　　　　　円（　　　　　％）


※本調書では、特に記載する場合を除いて、入札金額及び予定価格は税抜、契約金額は税込として記載します。
１　契約保証金に関する事項（□にチェックをしてください）※単価契約の場合は記載不用
契約金額の30％以上に相当する保険等の手続きが必要となります。現金納付は不要です。
□（１）契約保証保険契約を締結または公共工事履行保証の手続きを行う。
※「履行保証保険」又は「公共工事履行保証（履行ボンド）」の場合
	保険会社名称
	　

	保険・保証の種類・名称等
	　

	保険・保証対象金額

（契約金額の30%以上）
	


※通常の損害保険とは異なります。調書提出前に、取扱の保険会社に適用を確認してください。
□（２）保証事業会社又は金融機関の保証により納付に代える。
	保証者
	　

	保証金額

（契約金額の30%以上）
	


※保証事業会社の保証の場合は、保証金額や前払金の適用の有無などにより制限があります。調書提出前に、必ず保証事業会社に確認してください。
２　入札の経緯等について

当該価格で入札が可能となった理由について、具体的要因を記載し、その根拠となる資料を添付してください。

	（１）
	入札金額積算にあたっての方針等について（総括）
（積算の根拠等）
	※入札金額の積算にあたって、重視した項目や、配慮した事項を総括的に記載してください。

※補足資料（単価抜設計書や独自の積算書等）を添付する場合は、補足資料の説明を併せて記載してください。
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

	（２）
	労務費に関する事項
	※労務費の算定根拠を記載してください。
※作業に従事する方の社会保険ほか法定福利等の取り扱いを併記してください。
　

　

　

　

　

　

　

	（３）
	履行体制に関する事項

・履行体制

・下請負予定の確認

（工種・金額・相手方等）
	　

　

　

	（４）
	履行箇所と事業所等の地理的状況
	※履行箇所と事務所・倉庫等の所在及びそれぞれの場所への所要時間を記載してください。
また、入札額の算定にあたって、現場近接等を理由とする場合は、その根拠も明示してください。
　
　

　

	（５）
	資材の調達に関する状況
（調達方法・価格等）
	※特に入札額に影響を与えた事項を記載してください。

なお、低入札の理由に、資材の一括購入が含まれる場合は、具体的な一括調達数量及び使用工事等を示してください。
　

　

　

　

	（６）
	使用機械の状況
（調達方法・価格等）
	※特に入札額に影響を与えた事項を記載してください。　

　

　

　

　

　


※積算上項目に該当がない場合は、「該当なし」と記載してください。

※別添資料がある場合であっても、単に「別紙のとおり」とせず、別紙資料に関する概要説明等記載してください。
※記入欄が不足する場合は、適宜追加してください。
３　技術者等の配置について（配置する技術者について記載してください。）
※落札決定後の変更はできません
	
	区分
	氏名
	資格等

	①
	○工事
現場代理人
○委託等
業務主任者
	
	

	②
	○工事
主任（監理）技術者

○委託等
管理技術者
	
	


※専任で配置してください。海老名市の他の入札案件との兼任配置はできません。

※工事は、①と②の兼務はできません。それぞれ別の方を配置してください。
（前年度の工事評定平均が「B（75点）」以上である場合は除く）
※提出書類

（監理技術者資格を有する場合は資格者証及び講習修了証により（１）と（２）を確認します。）
（１）主任技術者の資格を証する書類の写し

（２）雇用の事実を証する書類の写し（次のいずれかで確認）

○健康保険被保険者証の写し
　※健康保険被保険者証の写しを提出する場合は、被保険者等記号・番号及び保険者番号（３箇所）に
マスキング(黒塗り)をして提出してください。

○建設国保組合の場合は加入証明書の写し　（市区町村国保は含みません）
○登記事項に記載のある者は該当箇所及び常勤であることが確認できる書類

※雇用保険、経審技術職員名簿、特別徴収税額通知書（後期高齢者は除く）、源泉徴収票などは不可

　　　　　　※後期高齢者医療制度被保険者の場合（次の2点とも提出）
　　　　　　　　①後期高齢者医療被保険者証の写し

　　　　　　　　②最新の住民税特別徴収税額の決定（変更）通知書（特別徴収義務者用）の写し
　　　　　　　　なお、特別徴収を行っていない場合、給与台帳等給与の支払状況の確認できる書類の写し

　　　　　　
（３）実務経験を証する書類（実務経験者を主任技術者とする場合）

実務経験者の配置の場合は、次のいずれかに該当することが確認できる書類が必要です。

○海老名市の工事において、主任技術者として配置されたことのある者

○他工事における、主任技術者としての工事実績が確認できる者（コリンズ登録関係書類）

○建設業法における営業所の専任技術者（過去において従事した場合を含む）

なお、当該専任技術者の配置に関する建設業法の取り扱いについては、許可官庁に確認をすること。

※技術者等は、病気等真にやむを得ない事情がある場合を除き、落札決定後に変更することはできません。
４　前払金の請求について
□（１）前払金を請求しない。

□（２）前払金を請求する。
	請求予定金額
	


※前払金は契約金額500万円以上の工事、コンサル、一般委託（調査業務）で請求することができます。

※前払金額は次のとおり制限されます。（いずれも5000万円を上限とします。）
（工　　事）契約金額の20％以内　、　（工事以外）契約金額の15％以内　
※中間前払金の適用はありません。
※複数年度継続事業等、請求時期及び請求金額が限定される契約については、請求予定金額どおりの支払いとならない場合があります。

　　年　　月　　日

海　老　名　市　長　殿

商号又は名称

代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　

契約の履行の確約について

　　
契約名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この契約については，次のとおり履行することを確約いたします。

１　関係法令，契約書等を遵守し，監督員の指示に従い仕様書等（入札公告時に提示された別冊の設計書等を含む。）に示された内容に適合した履行を行います。

２　内容を変更し又は追加する必要がある場合には誠意を持ってこれに対応し，公共事業の成果品の品質を確保することに万全を期します。

３　監督員から求められた説明資料の作成・提出，及びその内容などについての説明を求められれば誠実に応じます。

なお、次の事項に相違ないことを確認し報告します。

○　入札金額の積算にあたっては、採算性を確認しており、受注のみを目的とした不当な廉価による入札でないこと。
○　労務費等については、各種制度及び社内規定に基づき適正に積算した違法性がないものであること。

○　下請負契約については、書面等を取り交わすものとし、契約金額の支払い等当該契約に基づき適切に対応すること。
提出書類
（入札の積算に際し、該当項目がない場合は提出不要です。）
	（様式）履行実績及び現在の履行状況について
	前ページまでの資料と併せて、事前にFAXで送信してください。

必要に応じて、補足資料を添付してください。なお、補足資料は事前のFAXは不要です。
各様式で、記入欄が不足する場合は、適宜追加してください。

	（様式）労務費に関する事項
	

	（様式）資材の調達に関する状況
	

	（様式）使用機械の状況
	

	（様式）下請負に関する状況
	

	○入札金額の積算内訳（詳細）
	自社積算書等資料の提出でも可とします。ただし、本市設計書等との整合性について説明してください。
※大項目のみ事前にＦＡＸで送付してください。詳細はヒアリング時に持参願います。

	○経営状況について
	直近２箇年分の財務諸表及び会社案内

（原本提出時に持参してください。）

※事前のＦＡＸ送付は不要です。ヒアリング時に持参願います。


（様式）　履行実績及び現在の履行状況について

※官公庁及び地方自治体が発注者である同種契約案件を記載してください。

（１）履行実績について

	発注者
	件名
	契約期間
	契約金額

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※同種契約とは、今回の入札と営業種目が同じものをいいます。

※本市発注案件は原則記載してください。
（２）現在履行中の契約の状況について

	発注者
	件名
	契約期間
	契約金額

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※今般の入札価格積算にあたって影響を与えた工事がある場合は、必ず記載してください。

（様式）労務費に関する事項
	工種・職種等
	人数
	単価
	金額
	労働者の確保の方法

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	合計
	
	


提出書類
○価格算定の根拠資料（見積書等）

（様式）資材の調達に関する状況
当該契約における主要な資材や、入札金額の積算に影響を与えた資材について記載してください。
低入札の理由に、資材の一括購入が含まれる場合は、具体的な一括調達数量及び使用工事等を別途示してください。
	品名・規格・形式等
	単位
	単価
	数量
	金額
	調達方法

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	合計
	
	


提出書類
○価格算定の根拠資料（見積書等）

（様式）使用機械の状況

本業務で使用する主要な機械や、入札金額の積算に影響を与えた機械について記載すること。

	工種・種別
	名称・規格・形式・メーカー等
	数量
	調達金額
	調達方法

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	合計
	
	


提出書類
○価格算定の根拠資料（見積書等）

（様式）下請負に関する状況

	下請負契約の工事内容・期間等
	下請負契約の相手方
	下請負契約の金額

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	合計
	


提出書類
○価格算定の根拠資料（見積書等）

調書作成に際しての留意事項
	調査項目
	備考（記載要領・審査内容等）

	１　契約保証金に関する事項
	○契約保証金額、保証・保険等の種類に注意して記載してください。

	２　入札の経緯について
	

	（１）入札金額積算の方針等
	（失格・無効等の基準）

（１）積算に基づかない入札である場合

（実績づくりや赤字を前提とした積算）

（２）適正な取引を妨害する意図があると認められる場合

	（２）労務費に関する状況
	（失格・無効等の基準）

（１）労務費の積算が不明確である場合

（２）雇用関係が明確でない場合

（３）法定福利の取り扱いほか、違法性がある場合

	（３）履行体制に関する状況　（履行の体制）

○下請予定の確認（相手、金額）
	（失格・無効等の基準）

（１）履行体制が不明確な場合

（２）契約の主要部分が下請発注となる場合

（３）下請予定金額が入札額を上回る場合

	（４）履行場所と事業所等の地理的状況
	○地図等を用い、位置関係・移動手段・移動時間等を明記してください。

	（５）資材の調達に関する状況
	○低入札の理由に、資材の一括購入が含まれる場合は、具体的な一括調達数量及び使用工事等を示してください。

（失格・無効の基準）

（１）調達方法が明確でない場合

（２）価格の根拠が明示されない場合

（３）資材購入予定額が入札額を上回る場合

	（６）使用機械の状況
	（失格・無効の基準）

（１）調達に要する費用が入札額を上回る場合

（２）調達方法が明確でない場合

	３　技術者等の配置について
	（失格・無効等の基準）

（１）雇用関係が明確でない場合

（２）必要な資格を有していない場合

（３）専任制度に反している場合

	４　前払金の請求について
	○限度額等に注意して記載してください。

	○入札積算内訳
	（失格・無効の基準）

（１）算出根拠が明確でない場合

(一式計上、必要経費未計上など)

	○　経営状況
	○経営状況が健全であるかどうか

	○　その他事項
	（失格基準）

（１）関係法令に違反がないか


備考欄は、具体例を例示したものです。ほかの理由により失格・無効となる場合があります。
